
Comptes amoureux 研究(3)

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2012-01-10

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 鍛治, 義弘

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24729/00006117URL



Com、ptesamoureux研 究(3)

鍛 治 義 弘

Comptesαmoureux『 恋 の 物 語 」 の 最 も重 要 な 、 ほ とん ど 唯 一 の 主 題 は 、 恋 愛 で あ る 。 そ

の 観 念 を マ ド レー ヌ ・ ラザ ー ル の よ う に フ ェ ミニ ス ム 的 に 解 釈 す る か1)、 レ イ ノ ル ズ ル=コ ー

ネ ル の よ う に 男 に 都 合 の よ い もの と見 る か2)は 見 解 が 分 か れ る と こ ろ で あ る 。 恋 愛 を 中 心 と す

る 女 性 論 は15世 紀 か ら16世 紀 に か け て 特 に流 行 の 主 題 で あ り、 『恋 の 物 語 』 に お け る 扱 い を 歴

史 的 に 検 討 し よ う と す る な らば 、 少 な く と も15世 紀 初 頭 の ク リ ス チ ー ヌ ・ ド ・ ピ ザ ン ら に よ る

「「薔 薇 物 語 」 論 争 」 か ら16世 紀 中 葉 の フ ラ ン ソ ワ ・ ド ・ ビ ョ ンの 『難 攻 不 落 女 徳 之 砦 』 ま で の

女 性 論 争 の 中 で の 位 置 付 け が 必 要 で あ ろ う。 本 論 の よ う な 小 論 に お い て は こ う し た 大 き な 扱 い

を す る余 裕 は な い の で 、 こ こ で は 別 の 接 近 法 を と ろ う。 現 在 ま で ほ と ん ど 注 目 さ れ て い な い 同

時 代 の 一 作 品 と の 比 較 に よ って 、 『恋 の 物 語 』 に お け る 恋 愛 の 主 題 を 明 確 に す る と い う 方 法 で

あ る。

そ の 一 作 品 と は プ ア ン ・デ ・フ ロ ー レ スJuandeFlores作 の 『グ リ マ ル テ と グ ラ デ ィ ッ サ 』

GrirnαlteyGrαdissα の モ ー リス ・セ ー ヴ に よ る フ ラ ン ス 語 訳 『フ ィ ア ン メ ッ タ の 痛 ま し い

最 期 』 で あ る 。 この 選 択 は全 く恣 意 的 と い う わ け で は な い 。 『恋 の 物 語 』 の 作 者 は ジ ャ ン ヌ ・

フ ロ ー ルJeanneFloreと な っ て い る が 、 こ の女 性 につ い て は こ れ ま で の 探 求 に も拘 わ ら ず 、

い ま だ に そ の 身 元 は 同 定 さ れ て い な い 。 そ れ ゆ えMatulka3)の よ う に 、 こ の 作 者 名 を フ ア ン ・

デ ・フ ロ ー レ ス か ら借 りて 来 た 筆 名 だ と見 な す こ と も全 く不 可 能 で は な い だ ろ う。 さ ら に 『恋

の 物 語 」 の 異 本 「蔑 ろ に さ れ た ア モ ル の 罰 』(以 下 「ア モ ル の 罰 」 と 略 す)と 『フ ィ ア ン メ ッ タ

の 痛 ま し い最 期 』 は と も に リ ヨ ン の フ ラ ン ソ ワ ・ジ ュ ス トと パ リの ドニ ・ ジ ャ ノ に よ っ て 刊 行

され て い る の で あ る4)。

しか し何 よ り も両 者 を 関 連 付 け る の は 、 両 作 品 の 冒 頭 に 掲 げ られ た 詩 句 で あ る 。

HUICTAIN

Bienpaindresceutquifeitamouraveugle

Enfant,archier,pasle,maigre,volaige,

Carentirantsesamansilaveugle,

EtplusqueenfanslesfaiCtmolzdecouraige,

Paslesparcure,etmaigrespargrandraige,

PlusinconstantquePamphileaudesert,

Donc,olecteur,celluyn'estpasbiensaige

Quipouraimerestdesonsensdesert.

SOUFFRIRSEOUFFRIR.5)
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GardezvousbienduSainctAmouroffendre,

1・equeln'estpascommeonlepainct,aveugle:

SinonentantquelesCruelzaveugle,

Quin'ontlecueurentier,piteux,ettendre.

Levoilajatoutprestdesonarctendre

Contrequin'aymeusantdumalefice

DeCruault6:doncquesausainctservice

D'amourvueillezdebonvouloirentendre.6)

この二つ の詩 句 はいずれもアモルを主題 とす る、 ほぼ女 性韻か らなる10音 節 の8行 詩であ り、

セーヴはアモルを盲 目とする(souffrirseouffrirの 銘句か ら知 られ るよ うに この詩句 はセー

ヴの ものであ り、後 に 『デ リー」 にも一部 の語 句 を変 え て収録 され る。 『デ リー』XXXVII)

が、他方 は 「描かれているように」 は盲 目でないとす る。後者の この部分 が セ ーヴの語 句 を念

頭 において発せ られた ことは、P6rouseとBari1の 指摘す る通 りで あ る7)。 そ して 「だか ら」

以下 の読者への呼びかけ も対照 的 となる。

このように この二っの詩句 の関連 は明白で、 その主張す るところは対照的 とな るが、 両作 品

全体 には関連 はないのだ ろうか。 少な くと も両作 品の比較対 照 によ って 『恋 の物語 』 『ア モル

の罰」 の主題 がい っそ う明 らか にな りは しないだ ろうか。 私たちは以 下 に この比 較 を行 って み

よう。私 た ちは先 に 『アモルの罰』が 『恋 の物語』 に先行す るとの仮説 を提示 しているので8)、

この比較 は 『フィアンメ ッタの痛 ま しい最期』 と 『アモルの罰』 の間で行 う。

フワン ・デ ・フロー レス作 『グ リマル テとグラデ ィッサ』 はポ ッカ ッチ ョの 『フ ィア ンメ ッ

タ』LibrochiαmatoElegiαdimαdonnαFiαmrnettα か ら影響 を受 けて、 い わばその続 編

と して書 かれた作品であ る。心理小説の原型 とも見な されるポッカ ッチ ョの この作 品 は自身 の

ナポ リで の体験 を もとに1343年 頃に書 かれたと考 え られ るが、1472年 パ ドヴ ァで まず ラテ ン語

訳 が出版 され、1481年 にヴェネツ ィアでイタ リア語版が刊 行 された。16世 紀 に はフ ラ ンス語 に

翻訳 され、世紀 の前半 に四っの版が刊行 されてお り9)、フラ ンスで もか な り広 く知 られて いた

と考え られ る。

フア ン ・デ ・フロー レスは、 ナポ リの名家の美 しい フィア ンメ ッタとい う女 性 が、 幸 福 な結

婚 に もかかわ らずパ ンフィロとい う名の異国の若者 と恋 に落 ち、 パ ンフ ィロが フ ィレ ンツ ェに

帰 郷 して しまった後、失われた恋 を嘆 く、 とい う話の、いわば後 日談を作 り上 げたのだ が、 現

代 で はほ とん ど知 られていない作 品であろ うか ら、 まず はその梗概を述べてお くことにす る。

物語 はポッカ ッチ ョの ものを背景 と して展開す る。 グ リマルテは 自 ら選 ん だ婦 人 グラデ ィ ッ

サ に長 い間献身 的 に奉仕 して来 ている。 しか しグラデ ィッサは彼 の全努 力 に冷淡 なままであ る。

フィア ンメ ッタの回状 を読 んだ グラデ ィッサは男への不信 を正当化す るが、 忠実 な グ リマルテ

に報 いなければ な らないので、 フィア ンメ ッタとパ ンフィロを見つ け、両 者 を和解 させ る こと
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を求 め る。 グ リマルテはこの務 めが大変 困難 であると感 じなが らも、 引 き受 け、 旅立 っ。 彼 は

長 い間 さ迷 ったあげ く、人里離 れた山への道で、美 しい婦人 に出会 うが、 それが フ ィア ンメ ッ

タであ った。二人 は共 にパ ンフ ィロを探 して旅 し、 と うとうフィレンッェに到達 す る。 そ こで

パ ンフィロが家族 と暮 らしていることを知 る。 フィア ンメ ッタは都市 の近 くの僧 院に宿 を と り、

自分の もとへ戻 るよ う嘆願す る手紙 を書 き送 る。パ ンフィロは道徳 的な返事 を返 すばか りで あ

る。 フィア ンメ ッタはこの冷 たい返事 に傷つ き、 グ リマルテをパ ンフ ィロの ところ に送 り、 自

分 と会 うよ う説得 させ る。 少 し議論 した後、 グ リマルテはパ ンフィロを連 れて来 る ことに成 功

す るが、パ ンフ ィロはかつての恋人 に冷 た く無関心 なままで、少 しの愛 も見 せ る ことな く立 ち

去 る。 フィア ンメ ッタは絶望 と怒 りの間で揺 れ、すべての男 を呪 い、 自分 の浪費 され た人生 を

嘆 く、悲 しみは大 きく、彼女 はす ぐに死 ぬ。 この死 をグ リマルテは深 く悲 しみ、毛 を引 き抜 き、

身を引 きちぎるほどである。幾分気を取 り戻す と、葬儀の準備 を し、壮大な墓を建てさせ、 フィ

アンメ ッタのあわれな運命 を表す象徴的な浮 き彫 りで飾 らせる。 この悲 しい死 の仇 を討 っ た あ

にパ ンフィロに決闘を挑むが、悔恨 に苦 しむパ ンフィロは戦 いを拒 み、 贈罪 の ため に砂 漠 に引

きこもる決心 をす る。 グ リマルテはスペイ ンに戻 り、 フィアンメ ッタの死 とパ ンフ ィロの後悔

につ いて グラデ ィッサに手紙 を書 く。彼女 は死 の知 らせを聞 くと、深 く悲 しみ、 決 して愛 さな

い決心 を固め る。 こうして グ リマルテはグラデ ィッサの好意 をえることが絶 望 的 だ と悟 る。 そ

れでパ ンフ ィロを探 し、生活 を共 に しよ うと決 める。遠 くまで27年 間 も探 し回 ったあ げ く、 ア

ジアの山中でパ ンフィロの噂 を聞 く。今 や野人 となっている彼を捕獲す るために は、 犬 で狩 り

出さなければな らない。捕 らえ られたパ ンフィロは人間 とい うよりは獣 に近 く、 四足 で歩 き、

裸体を長 い体毛 で覆 い、肌 は黒ずんでいる。彼 はまた沈黙の誓 いを立 てて お り、 グ リマ ルテが

野生の生活 を共 にす る印を見せてよ うや く話す。二人 は同 じ恐 ろ しい生 活を送 り、 自分 たちの

悲 しい生 を涙 と嘆 きに捧 げる。一週 に二度二人 はフィア ンメ ッタの幻影 に苦 しめ られ る。 グ リ

マルテはグラデ ィッサへの非難 を厳 しい手紙 で述 べ、今 も抱 いている献身 を保 証 し、 こ うして

陰気な悲劇 的調子 で物語 は突然終 わる。

セー ヴがこの作品を フランス語 に翻訳 し出版 したの は、 ポ ッカッチ ョの原作 の フラ ンス語訳

がかな りの評判 をとっていた ことによると考え られ、 スペイ ン語の表題 を大 き く変 更 して フ ィ

アンメ ッタの名前 を前面 に出 して いる。 セーヴの フラ ンス語訳 は原文 の展 開 をその ままた ど っ

て はいるが、変更 や誤訳 もあるよ うだ。Matulkaに よれば、 スペイ ン語の原典 に含 まれ るア ロ

ンソ ・デ ・コル ドバの詩句 と章 の結論の文を省 略 し、「墓」 の章 を短 縮 し、 理 解 の及 ばぬ とこ

ろは言 い換 え、誤訳 や付加 もあ り、 む しろ自由訳 であるが、 で きるだけ原文 に近 くあろ う と務

めてはい る1。)。

恋愛 の主 題を検討す る前 に、作品 の構造 について一言 して お こう。 先 に見 た よ うに、 『グ リ

マルテとグラデ ィッサ』で はパ ンフィロとフィアンメ ッタの恋愛 問題 を核 と して、 グ リマ ルテ

とグラデ ィッサの関係 はこの核 の関係 に影響 を受 けて展開す る。 いわば核 が内 の話 で、 グ リマ

ルテ とグ ラデ ィッサの物語 は外 の物語 と して定位す るよ うに、二重 の物語 とな ってい るのだ。

そ して この二重 の物語 を通 して読者 に働 きか ける、 そ うした構造 を持つ。一方 『アモル の罰 』

は語 り手 の異 な る四つ の物語 を持つが、 いずれ も美 しく高慢 な者が愛を寄 せ る者 をっ れな く退
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け 、 ウ ェ ヌ ス、 ア モ ル に 罰 せ られ る 話 で あ り、 この 教 訓 は 枠 物 語 の 中 の 登 場 人 物 セ ビ ル に 向 け

られ て お り、 最 期 に セ ビ ル は罰 を 受 け る の で あ る。 こ の 場 合 も語 り手 の 語 る 物 語 が 外 の 枠 物 語

に 影 響 を 与 え る 。 そ して さ ら に読 者 に 働 き か け る 。 こ の よ う に構 造 の 上 で 『グ リマ ル テ と グ ラ

デ ィ ッサ 』 と 『ア モ ル の 罰 』 は き わ め て 類 似 して い る 。

Matulkaは フ ロ ー レ ス の 『グ リマ ル テ と グ ラ デ ィ ッサ 』 に お け る 愛 を 悲 し い 情 熱n)、 暗 い 情

熱12)と し、 この 物 語 を 「す べ て の 愛 が 導 く、 悲 しみ 、 幻 滅 、 死 を 描 く ド ラ マ 」13)と した が 、 セ ー

ヴ の フ ラ ン ス語 訳 に お い て も こ の 暗 い主 調 音 は 、 フ ィア ン メ ッ タ の 導 入 の 折 に す で に 聞 か れ る 。

cestedamefust1'unedece11es,quianaageetvalleurIesaultresexcedoit,par

ainsielleestantconjoincteenmariageavecquessonconvenablepartysereputoitla

plusheureusedesontemps,maiscommesontcommunementvariableslesdisposi-

tionsdefortune,ellesuyvantlavergoigneuselasgivit6,etregectant1'honneurvoire

fourvoy6edeladroicteamourdesonvaillantmaryavecqueungestrangehomme

nomm6Pamphillefutsurprinsed'amour.(p.427)

フ ィ ア ン メ ッ タ は、 優 れ た 性 質 、 そ して 適 切 な 結 婚 に も拘 わ らず 、 「恥 ず べ き 淫 蕩 」 に 従 い 、

「こ の 愛 の 致 命 的 一 撃 」cecoupmorteld'amour(p.450)に よ って パ ン フ ィ ロ と 恋 に 落 ち 、

名 誉 と夫 と の 正 し い愛 を 打 ち 捨 て て しま っ た の だ。 そ れ ゆ え パ ン フ ィ ロ に 捨 て られ た フ ィ ア ン

メ ッ タ の 嘆 き は 必 ず し も一 方 的 に 同 情 す べ き も の と は な らず 、 探 し出 さ れ た パ ン フ ィ ロ と フ ィ

ア ン メ ッ タ の 書 簡 お よ び 対 面 で の 対 決 は 非 難 の 応 酬 と な り、 そ こ で パ ン フ ィ ロ の 非 難 を 通 し て 、

こ の 作 品 で の 愛 の観 念 が 窺 わ れ る。 パ ン フ ィ ロ は フ ィ ア ン メ ッ タの 行 為 を 、 「過 度 の 欲 望 と軽 薄

な 意 思 」tesdesordonnezappetitzetfrivollesvoluntez(p.465)と 決 め 付 け 、 さ ら に は次

の よ う に 述 べ る。

Ettainsens6eamouretbruslantefantasietedevroientdesjasouffire,oudutout

consommer.Carselonlelongtempsqueentesplaisirstuaseuabundante

jouyssance,contentertutedevrois.Speciallementquepourtoyestreli6eauliende

mariage,tunedevroisappeterdeestreuneesclavedetesdesirs,mesmementenes.

trangesterres,(pp.471-472)

フ ィ ァ ン メ ッ タ の 恋 愛 は 、 快 楽 や 欲 望 を 求 あ る常 軌 を 越 した 恋 愛 と さ れ 、 フ ィ ァ ン メ ッ タ は

「敵 で あ る 」 ア モ ル に 騙 し続 け られ 、 「心 か らの 愛 に よ る よ り も肉 の 欲 望 に 打 ち 負 か さ れ た ま ま

で あ る 」pluspardesircharnel,quedecordialleamour,tut'eslaiss6evaincre

(p.449)と 非 難 さ れ る。

ま た パ ン フ ィ ロ の 言 う に は、 自 身 や フ ィ ア ン メ ッ タ 、 そ れ に 従 う人 を 騙 す 恋 愛 は 理 性 と 対 立

す る の も の で あ り、 一 時 的 な もの で あ る は ず で あ る。

Caralorscommehorsdusensjedisoyscequ'ilmesembloit,etbcesteheureque

jecongoisentierementlaraison,verit6etconsciencem'obligentdeteosterhorsde

chemin,quetunepuissesestretromp6edecetyrantetcruelamour,non

seullementtoy,maistousceulxquileveullentensuyvre,etnecroyqu'encetemps
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lajetedisoyeautrechose,sinoncequiestoitenmavolunt6・Carnonmoinsque

toymesmejelecroioye,pourestreaussibientromp6d'icelluyamourquetoy

mesme.Ettoutesfoys(jicommetumedisoysqu'iln'yamourlaodiln'yapoint

d'affection)justesentences'endoibtprendre,(.,,)Parainsinotreamourne

debvoitestreperpetuelle,ainsdevroitavoirfin,(...)Toutesfoysj'aymemieulx

souffriretendurerenm'efforceantcontrelesflammesd'amours,quisont

abregementdevieetd'honneur,qued'accomplirtavolunt6。(p.466)

こ う し た 非 難 に 対 して フ ィ ア ン メ ッ タ は も っ ぱ ら戻 って く る と の 約 束 を た て に パ ン フ ィ ロ を

な じ る こ と しか で き な い が 、 フ ィ ア ンメ ッ タ 自 身 も 「恋 愛 か ら決 し て い い 結 果 が 出 て こ な い こ

と」qued'amoursilnesourtistjamaisbonnefin(p,441)を 理 解 して お り 、 自 分 の 不 幸

を 公 に した の も、 「男 た ち の ご ま か しを 避 け る よ う に よ り賢 明 に な る よ う に 女 性 が 将 来 の 手 本 と

す る こ と が で き る 」possibleseraqueaucunsyprendreexempleal'advenir,pour

estreplussaigesbscavoireviterlestromperiesdeshommes(p.441)よ う に で あ っ た

の だ 。

こ う した 『フ ィ ア ン メ ッ タ の 痛 ま し い最 期 』 で の 恋 愛 に対 して 、 『ア モ ル の 罰 』 で は 恋 愛 は 何

よ り情 熱 で あ り、 炎 や 熱 の 語 彙 で 表 現 さ れ る'4)。 そ こ に は 愛 を 退 け ら れ た者 の 嘆 き を 除 い て は 、

内 面 的 な 心 の 動 き は ほ と ん ど な く、 対 象 の 持 っ 視 覚 的 な美 と優 美 さ に よ っ て 喚 起 さ れ る 炎 、 熱

が 問 題 で あ り、 そ の 対 象 を 求 め る 欲 求 、 そ れ に よ っ て 齎 さ れ る快 楽 が 重 要 で あ る 。 そ し て 何 よ

り こ う し た 欲 望 、 快 楽 は否 定 さ れ る べ き もの で は な く、 こ う した 情 熱 を 吹 き 込 む 全 能 の ウ ェ ヌ

ス、 ア モ ル の 力 に 従 わ ね ば な らな い。 メ デ ュ ー ズ の 言 葉 に 従 え ば 次 の ご と くな る。

Combienquesouffisamment,cheresetamoureusescompaignes,parmadame

Andromedavousavezentenduetcongneuquenonseullementiln'appartient,et

n'esthonnesteauxjeunesfemmes,maisneaussiassezprudentementbesoign6de

recalcitrerau[xコpremiersmouvemensdel'AmourvainqueurdesDieuxetdes

hommes,etqueparladeductiondesesraisonnables,apparentsetvrayspropos

elleaplaynement(commejecuiyde)1'opinionheretiquedemadameCebille

confondue:neantmoins,puisquenoussumesvenuesennostrerencd'interposer

quellechosesurcenousensentons,liberementsanscraincteavoirdesmalle[s]

mesdisancesdesiniquesennemisd'Amourdevantvostrenobleconsistoire,je

dirayadeuxmotzparungpetitcompteadvenumesmeencestevillequ'iln'est

seurementfaict,nydebonsensderejecterimprobementceulxquidetoutleur

cueurnousaymentparlevouloiretcommandementduSainctAmour.(pp.157-158)

従 っ て 、 メ リデ ィ エ ン ヌ 、 ナ ル キ ッ ソ ス そ の 他 の 、 ウ ェ ヌ ス の 力 に 従 わ ず 、 愛 を 寄 せ る も の

を 退 け る っ れ な き 者 が 罰 せ ら れ る こ と に な る 。 ま た セ ビル の よ う に こ の 教 え に 反 抗 す る も の こ

そ が 異 端 で あ り、 愛 す る人 を 片 意 地 に拒 絶 す る こ と は 正 気 で な い 。

先 に 見 た よ う に フ ロ ー レ ス に お い て は、 快 楽 や 欲 望 に 結 び つ い た 愛 は 厳 し く非 難 さ れ る の だ

が 、 そ の 非 難 の 根 拠 と な る の は 、 キ リス ト教 的 な 倫 理 で あ る 。Matulkaが 言 う よ う に 、 「フ ァ
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ン ・デ ・フ ロ ー レ ス は 「ウ ェ ヌ ス の 虜 人 」 を 許 さ ず 、 教 会 と道 徳 の 規 則 に 反 す る と き は 罰 す る

の で あ る。」15)罪 と地 獄 の 実 在 を 信 じ る フ ロ ー レ ス に と って は フ ィ ア ン メ ッ タ も パ ン フ ィ ロ も 単

に 愛 す る 人 で は な く罪 人 な の で あ る。16)こ う した フ ィア ン メ ッ タ の 罪 の 意 識 は フ ラ ン ス 語 の 訳

で は 次 の よ う に 表 現 さ れ て い る。

Maisjecercheraymillemorzpourpayerunesidoubteusesvie,acellefinque

plusieursfoysjemeure,etplusieursfoysjemepuissevengerdetoy,etquemes

faultes,quiontdonn6maulvaisexemple,etmespeines,ettourments,leursoient

pourmirouer.Etpourcequeilestnecessairedechercherremedepoursatsifairebmon

mary,d'aultreplusaigucousteau,quepourPamphile,jeveulxexecuter,etacause

de1'adulterejedeliberepugnirmoncrimeetoffenceparlespluscruelzbourreaulx

quemeserapossible,(p.474)

フ ィ ア ン メ ッ タ は 自分 の 行 為 を 過 ちfaultesと して 意 識 して お り,夫 に対 す る 不 義adultere

の ゆ え に 罪 と侮 辱crimeetoffenceを 自 ら罰 して 死 の う と い う の で あ る 。 か く し て パ ン フ ィ

ロ に 最 終 的 に見 捨 て られ フ ィ ア ンメ ッ タ は死 を 選 び、 永 遠 の 劫 罰 に 処 せ ら れ る 。

パ ン フ ィ ロ も情 熱 で フ ィ ア ン メ ッ タを 道 に 迷 わ せ た こ と に よ って 一 層 深 い 罪 人 で あ る が 、 こ

の こ と は フ ィ ア ン メ ッ タ の 幻 影 の 場 面 に よ っ て 最 も明 瞭 に 表 現 さ れ て い る。Matulkaに よ れ ば 、

こ の 幻 影 の 場 面 は エ ロ ス の 地 獄 に お け る懲 罰 の 一 種 で あ り、 中 世 に お い て ヴ ァ ンサ ン ・ ド ・ボ ー

ヴ ェ や カ ペ ラ ヌ ス に先 例 が 見 られ 、 後 に 検 討 す る ポ ッ カ ッ チ ョの 話 もそ の 流 れ の 中 に あ る17)。

セ ー ヴ の フ ラ ン ス 語 訳 で は、 改 俊 した パ ン フ ィ ロ と と も に 砂 漠 に 引 き 篭 も っ た グ リ マ ル テ は

暗 黒 の 夜 に ま ず フ ィ ア ン メ ッ タ の ぞ っ とす る叫 び声 、 苦 しみ うめ く声 を 聞 く。 近 寄 っ て 、 ゆ が

ん だ 顔 の 、 口 、 耳 、 目 か ら地 獄 の 炎 を 噴 出 す 者 ど も に 裸 の 彼 女 が 苦 し め ら れ て い る の を 目 に す

る 。 グ リマ ル テ は こ う し た フ ィア ン メ ッ タを 救 い た い と思 うが 、 そ の 力 が な い 。 や が て こ の 者

ど も は苦 悶 す る フ ィ ア ン メ ッ タを 鋤cherrueの 上 に据 え て 、 二 頭 の 黒 い 馬 に 引 か せ る(ス ペ イ

ン語 で はcarroで 荷 車 の は ず で あ り、 ク レチ ア ン ・ド・トロ ワ の 『ラ ン ス ロ ま た は 荷 車 の 騎 士 』

に 見 る ご と く、 辱 め の 道 具 で あ る。Huguetはcherrueをcharrueの 意 味 と して い る)。 そ こ で

の フ ィ ァ ン メ ッ タ を 苦 しめ る 道 具 に っ い て は語 られ な い 。 こ う し た 姿 を 見 た グ リマ ル テ は 恐 ろ

し く思 い、苦 痛 を 禁 じえ な い 。そ して こ の 情 景 は パ ン フ ィ ロ に と っ て 一 層 辛 い も の で あ る。

etapresainsiestremisetoutenue,monstrerentaPamphile,commentsa

descongnoyssancel'avoitmiseetmu6e,decequ'ellesouloitestre.Etjedisen

verit6que(selonqueparveuej'aypeucongnoistre)ceestoitlamort,ouses

effectzsembloit,etplushorriblequelesraigesinfernallessemonstroitdetelle

sorte.DeaUtantqu'ellemesembloitensaviegracieuseetallegre,d'autantplus

ellemedonnoitdepeineacesteheure12blaveoir,dontjenescayquedire,car

entoutemaviejenescauroyesuffirearacomptercequedesafigure

m'apparoissoit.Etapresqu'e11eeutdonn6bcongnoistrebPamphilecombien

l'amourd'elleestoitenversIuy,etayantpass6partantdemondespourson

amour,etcombienellesouffroitpourluy,bcellefinqu'ilrecordasts'ilsouffroitla
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moyti6decequesacruault6meritoit,enespecialpourcequeladesesper6emortde

Flametteestoitcondampn6eauxpeinesinferna11esbtousjourmais,etPamphile

payoitsapenitenceencestebriefveviemondaine,pourlaquelleamourilaeuce

qued'amourssemerite,etaubesoingn'avouluavoirpiti6d'elle,queaumoinsil

voulustprendrepiti6,laquellecertesilavoitgrandecommepourcertainj'apperceuz

enluyl'avoirtellequeungboncueurpitoyabledoibtavoir.(PP。506-507)

こ う し て こ の 作 品 に お け る 幻 影 は 明 瞭 に フ ィ ア ンメ ッ タ と パ ン フ ィ ロ 両 者 に と っ て 懲 罰 の 意

味 を 持 っ て い る 。 フ ィ ア ンメ ッ タ は 官 能 的 で 異 教 的 な ふ る ま い の た め に 地 獄 の 苦 し み を 味 わ い

辱 め られ て い る 。 一 方 変 わ り果 て た フ ィ ア ンメ ッ タ の 苦 しむ 姿 を 目 撃 しな け れ ば な ら な い パ ン

フ ィ ロ は 、 フ ィ ア ン メ ッ タ の 行 為 を 思 い 出 し、 フ ィ ア ン メ ッ タ に 名 誉 、 生 命 、 魂 を 失 わ せ る よ

う に 仕 向 け た っ れ な さ の た あ に 明 ら か に 罰 せ ら れ て い る。

こ の よ う に 『フ ィ ア ンメ ッ タの 痛 ま し い 最 期 」 で は 、 肉 の 快 楽 に 関 係 す る 、 行 き 過 ぎ た 愛 や

っ れ な さ は キ リ ス ト教 の モ ラ ル に よ って 罰 せ られ る。

こ れ に 対 して フ ロ ー ル の 世 界 は ま っ た く異 教 的 で あ る 。 そ こで は 官 能 的 な 恋 愛 が 一 途 に 称 揚

さ れ て 、 そ れ に 対 して は何 ら の 後 悔 も罪 の 意 識 も 引 き 起 こ さ れ な い。 先 に も述 べ た よ う に む し

ろ ウ ェ ヌ ス の 力 に 従 わ な い 方 が 罪 で あ り、 従 わ な い 者 が 罰 せ られ る。 こ の こ と は 「デ カ メ ロ ン』

第5日 第8話 か ら借 り て き た ナ ス タ ジ ョ の話 に 最 も よ く現 れ て い る。 こ の 話 は 先 の フ ロ ー レ ス

に お け る 幻 影 と 同 様 、 エ ロ ス の 地 獄 に お け る懲 罰 の 、 今 ひ とつ の ヴ ァ リ エ ー シ ョ ン で あ る 。 フ

ロ ー ル は ポ ッ カ ッチ ョ の 挿 話 を ほ ぼ 踏 襲 し、 ナ ス タ ジ ョ は求 愛 を ど う し て も 受 け 入 れ な か っ た

トラ ヴ ェ ル サ ー ロ の 娘 に 、 金 曜 日 の 昼 間 、 松 林 で 幻 影 を 目 撃 さ せ る が 、 そ こ で は 黒 い 馬 に 乗 っ

た 騎 士 が か っ て 自分 に っ れ な く し た 娘 を 二 頭 の 犬 に 襲 わ せ る 恐 ろ しい 場 面 が 繰 り 広 げ ら れ る 。

しか し フ ロ ー ル は騎 士 に 次 の よ う に 言 わ せ る。

Cestecyparsonorgueiletcruault6m'aconduictenl'aymantbcestemalheuret6,

queparimpatiencejem'ostaylaviecruellementmetranspercantlecueurdela

mesmeesp6equejetiens.Dontmeconvintdescendreauxenfers,oalejustejuge

Minosprenantdouleurdemadesaventure,commandaalaParqueAntroposde

tostrompreledernierfildemacruelleamye.Cellafaict,1acaused'entrenous

deuxjug6e,futconclutetarrest6pararrestqueajamaisjelapoursuyvroiecasus

encemondecommeennemypourladeffaire,etluyarraichercecruelcueurhors

duventre:etqu'elleatousjoursdemeureroitencellepeyneenmourantdemille

mors,commecellequiavoitindign61eshautespuisssancesd'Amourense

resjouyssantdemontrespasavanc6.(pp.187-188)

こ の よ う に 『ア モ ル の罰 』 で は 自殺 し た 騎 士 は地 獄 へ 落 ち る が 、 そ こ は ミ ノ ス の 支 配 す る 冥

界 で あ る 。 そ し て パ ル カ の ア トロ プ ス が つ れ な い 恋 人 の 命 の 糸 を 切 る 。 そ して こ の 娘 は 、 騎 士

の 早 ま っ た 死 を 喜 ん で ア モ ル の 全 能 を 侮 辱 した ゆ え に 罰 を 受 け る の で あ る 。 フ ロ ー ル は 『デ カ

メ ロ ン』 の 話 に ほ ぼ 忠 実 で あ る が 、 この 部 分 で は 大 い に異 な り、 キ リス ト教 的 要 素 を 全 く排 除

して い る。 す な わ ち ポ ッ カ ッチ ョは、 騎 士 を 自殺 の 替 で 永 遠 の 劫 罰 に か け 、 っ れ な い 娘 を 残 忍、

(133)



性 と苦 しむ の を 喜 ん だ 罪 に よ っ て 地 獄 の 罰 に処 し、 悔 い 改 あ に も言 及 して い た の だ18)。

さ らに こ の 話 が 『ア モ ル の 罰 』 の 最 後 の も の で あ り、 ト ラ ヴ ェ ル サ ー ロ の 娘 は 幻 影 を 目 に し

て つ れ な い 態 度 を 変 え 、 ナ ス タ ジ ョ を受 け入 れ る こ と に も注 意 を 払 う 必 要 が あ ろ う。 パ ン フ ィ

ロ と フ ィ ア ン メ ッ タ の 恋 愛 は 末 尾 の 幻 影 の 挿 話 に よ っ て キ リ ス ト教 的 解 釈 が 強 化 さ れ 、 グ リマ

ル テ の グ ラ デ ィ ッザ に対 す る 恋 愛 に も終 止 符 が 打 た れ る。 他 方 『ア モ ル の 罰 』 の 最 初 の 三 話 で

は 、 つ れ な い 男 女 は そ の 高 慢 さ に よ って 身 を 滅 ぼ した が 、 最 後 の 話 で 、 愛 を 寄 せ る 人 を 拒 絶 す

べ き で な い と い う、 こ れ ま で 語 り手 が 繰 り返 し て き た 教 え が 実 現 さ れ て 、 語 り手 の 話 を 締 あ く

く る が 、 な お も考 え を 変 え な か っ た セ ビル が 罰 せ られ て 、 物 語 全 体 が 終 わ る 。 こ の よ う に 幻 影

の 挿 話 は起 源 を 同 じ くす る だ け で な く、 フ ロ ー レ ス と フ ロ ー ル の 二 っ の 物 語 の な か で の 位 置 や

機 能 に お い て も類 似 した も の を 持 っ て い る。

最 後 に 結 婚 と の 関 係 で 二 っ の 物 語 を 比 較 して み よ う。 中 世 の 聖 職 者 が 独 身 を 称 揚 し た の に 対

して 、 十 六 世 紀 に は、 エ ラ ス ム ス、 ヴ ィ ヴ ェ ー ス らの キ リス ト教 的 ユ マ ニ ス トが 結 婚 を 復 権 さ

せ て お り、 結 婚 は 当 時 の 女 性 論 争 に お い て 重 要 な 主 題 の 一 っ で あ っ た の だ か ら'9)。『フ ィア ンメ ッ

タ の 痛 ま し い最 期 』 に は結 婚 に 関 して 、 ま と ま っ た 具 体 的 な 記 述 は な い 。 し か し先 に 引 い た 引

用 の 中 に、 「夫 の 正 しい 愛 」 や 「貴 い夫 と素 晴 ら しい 家 を 打 ち 捨 て た 」 と い う言 及 が 見 ら れ 、

パ ン フ ィ ロ の 口 か ら フ ィ ア ン メ ッ タ の 行 為 は 夫 の 名 誉 を 傷 っ け る も の だ と非 難 さ せ て い る こ と

を 考 え る と、 フ ロ ー レス は 結 婚 を 暗 い情 熱 で あ る恋 愛 に 対 立 さ せ て 肯 定 的 に 考 え て い た と 思 わ

れ る 。

予 想 さ れ る こ と だ が フ ロ ー ル に お い て 様 相 は全 く異 な る。 先 の 第 四 話 で の 結 末 は 次 の よ う に

な る 。

ParcemoyenobtintNastagiodesesdoulcesamourslajouissance.(p.191)

っ ま り 『ア モ ル の 罰 』 で は ナ ス タ ジ ョは トラ ヴ ェ ル サ ー ロ の娘 か ら恋 愛 の 果 実 を ま ん ま と 手

に 入 れ た の だ が 、 『デ カ メ ロ ン』 に お い て は二 人 は 結 婚 で 結 ば れ て 幸 せ な 結 末 を 迎 え て い た20)。

フ ロ ー ル は 結 婚 に 何 ら言 及 せ ず 、 恰 も恋 愛 と結 婚 は両 立 し な い か の よ う に 、 甘 美 な 恋 愛 の 享 受

の み を 述 べ る。 こ の 非 結 婚 の 態 度 に は相 応 の 理 由 が あ り、 ミネ ル ヴ は次 の よ うに 述 べ る 。

Leplussouventnoussommesparlevouloiretchoixdenozparensjoinctespar

radamantinliendemariageavieillarschanuzquiontjaungpiedenlafosse:et

avecsescoprsdeglacenon(sic)[nous]sommescontrainctesusernozmalheureux

ans,enquellepeynedieulescait.Dontn'estdemerveillesinozbeaultesdescheent

plustostquenefaictlatendreros6edemay:etsiaumatinnouslevantd'empr6sces

beaulxetelegansmaris,c'estbscavoirnozfaictonsimauvaisveoir.Combienque

encoreslachoseseroittollerables'ilsavoienttantsoitpeudevigueurenleurs

debilescorpscommedesatisfairesinonentout,aulmoinsenpartiebcella,ongist

toutlebiendecestemiennepassantejeunesse.Etnonsanscauses'encomplainct

unenoble,excellenteetjeuneDameencestesorte:(pp.167-168)

当 時 しば しば 見 られ た 、 本 人 の 意 志 に よ らな い 、 年 齢 の か け離 れ た 老 人 と の 金 銭 つ く の 結 婚

の 姿 が 描 き 出 さ れ て お り21)、 こ う し た結 婚 が 若 者 の 官 能 的 恋 愛 と 相 容 れ な い こ と が 、 『ア モ ル の
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罰 』 で の 非 結 婚 の 主 張 と な る 。 さ らに 老 人 の お ぞ ま し い 姿 は第 二 話 で 詳 細 に 描 写 さ れ て い る 。

付 言 す れ ば 『恋 の 物 語 』 に追 加 され た 三 っ の 話 は い ず れ も嫉 妬 深 い 夫 が 罰 せ ら れ る こ と を 主 題

とす る点 で 共 通 して い る。

以 上 の よ う な 分 析 に よ り、 『フ ィ ア ンメ ッ タの 痛 ま しい 最 期 』 と 『ア モ ル の 罰 』 が 、 冒 頭 の 詩

句 だ け で は な く、 物 語 全 体 に お い て も類 似 した 構 成 を 持 ち 、 そ して 恋 愛 の 対 照 的 な 姿 を 提 示 し

て い る こ と が 了 解 さ れ よ う。 そ れ で は 、 こ う して よ り一 層 明 瞭 と な っ た フ ロ ー ル の 語 る 、 官 能

的 で 異 教 的 な 、 結 婚 と結 び っ か な い 恋 愛 は 、 レ イ ノル ズ=コ ー ネ ル の 言 う よ う に 、 男 に 都 合 の

良 い もの で あ り、 書 き手 は男 性 が 変 装 して い る の だ ろ うか 。 必 ず し も そ う と は 言 え ま い 。

確 か に 結 婚 の 絆 で 結 ば れ な い官 能 的 な 愛 は 男 性 の 利 益 と な りや す い で あ ろ う。 しか し語 り手

の 述 べ る モ ラ ル を よ り詳 し く検 討 す れ ば 、 そ こ に は ま た別 の 様 相 も見 え る 。 メ デ ュ ー ズ は 第 二

話 の 女 性 の 青 春 を 次 の ご と く結 論 す る。

Siadvint,cheresetamourusesDames,quelapouvremaladvis6econsumala

pluspartdesesflorissantsjours,etquesaverdoiantejeunessefut,nescaycom-

ment,certesplusquepouvrementetmalheureusementdespendue,sansconsiderer

quelachoseplusheureuseetaymabledecemonde,c'estdeconvenirenesgualit6

d'amouradolescente?(p.159)

こ の 節 の 最 後 に 見 ら れ る モ ラ ル 、 「この 世 で 一 番 幸 福 で 愛 す べ き こ と は 青 春 の 恋 で 平 等 に 結

ば れ る こ と」 は 、 先 に ミ ネ ル ヴ が 提 示 した 結 婚 の 姿 が 、 当 時 の 実 態 を か な り の 部 分 反 映 し た も

の で あ る以 上 、 現 代 に お け る 意 味 合 い と は 異 な っ て 、 フ 山 ミニ ス ト的 主 張 と解 す べ き で あ る 。

そ して ロ ズ モ ン ド も 同 様 に 「相 互 の 愛 で 愛 さ な くて は な らな い 」Quevouslesdevezaymer

demutuelleamour,rexemplequej'ayrecit6vozlemonstreassez:(p.181)と 恋 愛 の

相 互 性 を 聞 き手 の 女 性 た ち に語 っ て い る 。

こ う し た フ ェ ミニ ス ト的 側 面 は 例 え ば 女 性 の 教 育 を 述 べ た 次 の 箇 所 に も窺 わ れ る。

Lajeunefilled6ssanaissancefutdelicieusementavecgrandesolicitudenourrie

desesparens,etenseign6eentozgenresd'estudefeminin:demanierequ'enbien

direellesurpassoitHortensiaromaine,enpoesielanoyretteSapho,enbienchanter

etjouerduleuthlefilzd'ApolloetlesSereines,abasleretdancerHebelajeune

filledeJuno.Aussis'ileustconvenudresserunecontentiondetiltreetbesoigner

de1'esguylle,jan'eustelleest6vaincu,nereceulapeynedel'arroganteArachnes.

(p.158)

こ こで 注 目 に 値 す る の は こ の 女 性 に与 え ら れ る教 育 へ の 言 及 の 順 序 で あ る 。 伝 統 的 に 女 性 に

割 り 当 て ら れ た 役 割 で あ る針 仕 事 は最 後 に ま わ さ れ 、 当 時 の 女 性 に は 最 も縁 遠 い も の と思 わ れ

る、 雄 弁 、 詩 が 第 一 に 来 て い る 。 これ は現 実 の 姿 を 写 した と い う よ り は、 男 性 と 同 等 の 教 育 を

受 け る べ き と の 、 フ ェ ミニ ス ト的 主 張 の 現 れ と 解 す る こ と が で き よ う。

モ ー リ ス ・セ ー ヴ は 『フ ィ ァ ン メ ッ タ の 痛 ま しい 最 期 」 の 冒 頭 に付 した 書 簡 で 次 の よ うに 語 っ

て い た 。
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Toutesfoysayantsecourutempestueusefortune,etcommebonetexpertmarlnler

enlanaufrageusemerd'amour,eteschap6quefusd'icellevousaybienvoulu

communiquercepresentlivret,tantpourestrelamatieresemblablebmonpropos,

queaussiparplusprouv6ehistoirevousenseignerbcauteleusementaymer,quin'a

aym6,etsaigementdesaymer,quieslacsdececrueltyrantamourestentreprins・

(p.425)

ソ ー ニ エ の 言 う よ う に、 セ ー ヴ の こ の 書 を 世 に 送 る 意 図 が 、 無 分 別 な 恋 愛 に 警 告 し、 あ る い

は治 療 す る た め に、 読 者 を 教 え 、 教 化 す る こ と22)、「慎 重 に愛 す る こ と を 教 え る こ と」 に あ る な

ら ば 、 フ ロ ー ル は、 恰 も こ の 教 え に 真 っ 向 か ら反 対 す る か の よ うで あ る 。 こ の 対 照 を 当 時 の 女

性 論 争 の な か で の ゲ ー ム と 捕 え る 立 場 も あ りえ よ う。 しか し そ れ で も、 『ア モ ル の 罰 』 に 表 現 さ

れ て い る 、 異 教 的 で 自 然 な 官 能 的 恋 愛 、 結 婚 と 関 連 づ け ず に 称 揚 さ れ た こ の 恋 愛 、 そ こ に フ ェ

ミニ ス ト的 側 面 を も認 あ る こ と は 十 分 に 可 能 で あ ろ う。(2004.10.26)
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